
令和２年度 第１回沖縄県がん診療連携協議会 小児・AYA部会 議事要旨  

 

日 時：令和 2 年 6 月 18 日（木） 16：00～17：00 
場 所：ＷＥＢ会議 
構 成 員：16 名 

 
出 席 者：11 名 

百名伸之(琉大病院小児科)、銘苅桂子(琉大病院産婦人科)、森島聡子(琉大病院第二内科)、島袋

優子(琉大病院看護部)、太田守克・(代理 宮城班長 沖縄県教育庁健体育課)、當銘保則(琉大病

院整形外科)、佐久川夏実(南部医療センター・こども医療センターＣＬＳ)、大城一郁(南部医療

センター・こども医療センター血液・腫瘍内科)、金城敦子(がんの子どもを守る会 沖縄支部)、
友利敏博(森川特別支援学校)、増田昌人（琉大病院がんセンター） 

      
欠 席：5 名 
朝倉義崇(中部病院血液・腫瘍内科)、比嘉猛(南部医療センター・こども医療センター小児科)、
伊良波史朗(南部医療センター・こども医療センター放射線科)、仲里可奈理（沖縄県保健医療部

健康長寿課）、浜田聡(琉大病院小児科)、 
 
陪 席 者：2 名 

石川 千穂(がんセンター事務) 
浦崎 美由貴(がんセンター事務)  

 

【報告事項】 

１．小児・ＡＹＡ部会 委員一覧 

百名委員より、資料 1に基づき委員の説明があった。 

 

    ２．令和元年第４回小児・ＡＹＡ部会 議事要旨(３月２６日)  

  百名委員より、資料 2 に基づき、説明があった。 
     

【協議事項】 

    １.部会委員の追加について 
百名委員より、資料１に基づき、小児病棟看護師長の島袋委員が新委員として就任について

説明され、承認された。 

 

２がん患者さんがお子様をもつことを応援する医療  

 「妊孕性温存療法」と「がん治療後の生殖医療」について  

 

(１)協議会の報告 

増田委員より、資料３に基づき、「令和２年度第１回沖縄県がん診療連携協議会」での決議事

項が報告された。 
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(２)各拠点病院窓口担当医の選任状況について 

 増田委員より、資料４に基づき、各拠点病院窓口担当医の選任状況の説明があった。 

 

(３)担当医による会議について 

  銘苅委員より、資料５に基づき担当医による会議で話し合われた内容が報告された。 

 

(４)沖縄県内の各医療機関での出張研修会について 

  銘苅委員より、拠点病院において、医師やメディカルスタッフ向けの妊孕性温存療法研修

会が７月から９月に行われる旨、説明があった。またそれとは別に、血液内科、乳がん、脳外

科などの研究会等を対象として妊孕性温存療法研修会を銘苅委員の方で行う案が出され、承認

された。研修会について次回も引き続き協議されることとなった。 
 

 

 

(５)今年度の院内医療者向け研修会の企画について 

  次回、協議されることとなった。 

 

(６)沖縄県共通の妊孕性温存の説明文について 

 銘苅委員より、各拠点病院の妊孕性温存療法担当医による会議の中で、妊孕性温存療法の周

知に関して、下記のように協議・決定された旨説明があった。 

〇それぞれの病院の電子カルテに県内共通の説明文書をいれて頂き、すべての男性患者および

０～５０歳の女性へ妊孕性温存療法についての説明がされること 

〇共通紹介文を同じく電子カルテに入れて頂き、がん治療担当医から、琉大への紹介が積極的

に、スムーズ行える環境を整えていくようになった 

〇紹介後も、フィードバックとして症例検討会も開催される 

 

３.ＡＹＡがんの集約化について 
 増田委員より、資料８に基づき、院内がん登録集計書(小児・ＡＹＡ世代のがん登録数とその

推移)について説明があった。 
また、増田委員より、進学や就職、結婚等、社会生活の観点からの集約化について意見が求め

られた。百名委員より、がん種も様々なので年齢によっての集約化は難しいだろうとの意見が

あった。次回、引き続き協議される。 
 
４. 病院・支援学校・在籍校との連携について  
 百名委員より、資料 9 に基づき、小児・ＡＹＡ世代のがん患者さんの学校生活の中での問題

点・今後の課題が説明された。友利委員より、特別支援教育コーディネーター(施設によっては

教育相談係)の存在が紹介された。コーディネーターは相談の内容によって、ピアサポーターや

福祉サービス等、支援に関係する担当者へつなぐことができるので、相談がある場合、コーデ

ィネーターへ支援をお願いする流れが適当ではないかと提案があった。まずは学校の方へ声掛



け・情報共有し、支援の必要性を仰って頂き、そこから森川とも連携して頂ければ、との意見

があった。百名委員から、システムはあるようなので連携していくことが課題。情報をきちん

と患者さんへ伝え活用できればとの発言があった。増田委員より、外来の際や入院時に、復学

後もサポートできるシステムがあることを紹介できるパンフレットなどはあるのか確認があり、

琉大でも南部医療センター・こどもセンターでも無いので、支援案内の為のパンフレットを作

成することが決議した。 
 
８. 今後の開催日程について 
 次回以降開催は下記のようになった 
第２回：９月１７日(第３木曜) 
第３回：１２月１７日(第３木曜) 
第４回：令和３年３月１１日(第２木曜) 
時間：全日程、午後４時から５時開催 
場所：琉大病院がんセンター（新型コロナウイルスの状況によってはＷＥＢ開催） 
 
 




